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一般廃棄物収集運搬業務委託事業
（平成28年4月より古着・古布を集積所で回収）

国保会計 歳入不足で一般会計からの繰入大幅増に

沢市議会の平成27年第4回定例会は12月1日から24日まで開催され、
一般会計補正予算および国民健康保険特別会計補正予算をはじめ

とする全ての市長提出議案が可決・承認されました。主な議案の内容
としては、一般廃棄物収集運搬業務委託事業、生活保護扶助事業、子
ども医療費助成事業、道路施設修繕事業などに係る補正予算が計上さ
れたほか、東狭山ヶ丘周辺保全配慮地区内の土地（東狭山ヶ丘五丁目、
5, 292.97㎡）について、地権者より買い入れ申し出がなされたことから、
市が取得することになりました。

国民健康保険特別会計については、被保険者数の大幅な減少等に伴
う歳入不足が見込まれることから、一般会計からの繰入金が合計で約
２４億円増額されるという非常に厳しい事態になってしまいました。
また、教育委員会委員として、吉本理氏が再任されました。
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●家庭から排出される燃やせるごみの中には、資源化できるものが約２０％程度含まれて
いるところ、このうち、古着・古布については拠点回収等を除き、燃やせるごみに分類さ
れ、資源化ができない状況となっています。

●平成27年4月から7月にかけて実施された古着・古布の集積所
における試験的な回収を踏まえ、焼却処理量の減少にもつな
がることから、ごみの更なる減量、資源化を図るため、平成
28年度から業務委託により集積所における古着・古布の収集
が実施されることになりました。なお、実施回数は月１回で、
小型家電の収集と同日となる予定です。



市内の事業所で働く市外在住の従業員を
ターゲットにした取り組みを！

地方版総合戦略の前提となる
「人口ビジョン」にも掲げられ
ている「人口流入・定住促進」
に向け、市内に立地する事業所
で働く市外在住の従業員をター
ゲットにした取り組みも有効で
はないかと考えるが、見解を伺
いたい。

「人口ビジョン」の策定にあ
たって実施したアンケートにお
いても、就職・転勤・転職を理
由とした転入者が最も多かった。
市外にお住まいで市内の事業所
で働く方に対して、本市の魅力
を発信していく取り組みは人口
流入に一定の効果があるものと
考えている。

ランナー用シャワーの設置について

先般の市長選挙の際に市長が発
行した広報紙の中に「ランナー用
シャワーの設置」が掲げられてい
たが、今後どのように取り組んで
いくのか？

航空公園や基地の周辺では、多
くのランナーの姿が見られ、公園
内等に有料のシャワー室を設けて
環境を整備し、街の活性化につな
げようとするものである。埼玉県
で設置できないかも含め、総合的
に検討を進めたいと考えている。

生活保護扶助事業
（事業費総額 5億708万8千円）

子ども医療費助成事業
（事業費総額 2,201万円）
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● 生活保護世帯の増加に伴い、医療扶助対
象世帯が増加しています。特に入院患者の増
加が著しく、当初見込み（約３０億円）に比
べ、医療費が上昇していることにより、予算
額の不足が見込まれることから不足分につい
て増額するものです。なお、事業費のうち、
３／４は国の負担となります。

●この事業は、子ども（中学校３年生まで）の
医療費の一部を助成することにより、子どもの
保険の向上および福祉の増進ならびに子育て家
庭の経済的負担の軽減を図るものです。

●年度当初の見込み（約１０億６５００万円）
に比べ、受診件数および１件当たりの支給額が
増加したことにより、予算額の不足が見込まれ
ることから、不足分について増額するものです。



市職員のパワハラ防止対策の強化を！

最近、他の自治体においてパワー
ハラスメント（パワハラ）を原因と
する職員の自殺等から訴訟に発展し
た事例がたびたびメディアで報道さ
れている。市職員間のパワハラを未
然に防止するためにどのような取り
組みを行っているのか、規定の整備
も必要ではないか？

パワーハラスメントに関する相談体
制として、特に窓口は設けていないが、
そのような事例が発生した場合には各
部局の人事担当課が対応することとし
ている。パワハラの発生を未然に防止
するために本年度から新たに課長級以
上を対象に職場のハラスメント防止の
ための研修会を実施したところである。
パワハラの防止に係る規定については
未整備な状況であるが、早急に防止体
制を整える必要があることから、本年
度中に所属長・職員それぞれの責務や
相談・苦情等の対応について、規定を
整備したいと考えている。

三ヶ島工業団地周辺地区を含む、
産業用地創出の対象となっている３
地区のうち、優先的に事業を進める
区域を選定する時期がいずれ訪れる
と考えるが、その際、どのような要
素や基準に基づいて判断を下してい
くのか？

３地区（三ヶ島・松郷・所沢ＩＣ
周辺）については、それぞれ地域の
特性や課題等があるが、現時点では
並行して取り組んでいる状況である。
今後事業として進める場合には土地
利用規制の変更手続に係る条件の整
理や地権者の方々をはじめとする地
域での機運の高まり、合意形成の状
況等が必要な要素となるものと考え
ている。

三ヶ島工業団地地区の拡張に向けて
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【文化財保護をテーマに政策討論会を開催します！】

私が所属している「市民文教常任委員会」では、「文化財保護」を本年度の最重点
テーマの１つとして位置づけ、昨年９月に市内各民俗資料館、１０月には川越市と
朝霞市の両博物館をそれぞれ視察するとともに、１２月には所沢の文化財に造詣の
深い専門家の方２名を参考人として招致するなど、調査を進めてきました。そこで、
委員会としての政策提言等につなげることを目的に下記のとおり、「政策討論会」
を開催することになりました。荻野泰男もパネリストの１人として参加いたします。
所沢の文化財保護について、一緒に考えてみませんか。

● 日 時：２月６日（土）１４時～１６時半頃
● 会 場：新所沢まちづくりセンター学習室
● 第１部：基調講演（埼玉考古学会会長・高橋一夫氏）

第２部：委員会メンバーによるパネルディスカッション
● 受講料：無 料（事前申し込み不要。当日直接会場まで

お越しください）



各自治会や地域にお住まいの方々からご相談やご要望をいただき、市の担当課
等と協議の上、対応させていただいた事案の一部を紹介いたします。関係地権者
の方をはじめ、ご協力いただいた皆様には心より感謝申し上げます。

市道の修繕（糀谷）

所沢市議会
３月定例会の予定

2月24日(水) ～
3月29日(火)

※正式な日程は、
2月17日(水)に

決定いたします。

【プロフィール】
● 1970（昭和45）年2月3日、所沢市生まれ。
● 1993年、早稲田大学政治経済学部経済学科卒業。
● 社会保険労務士・ファイナンシャルプランナー（ＣＦＰ認定者）・防災士。
● 2015年4月、所沢市議会議員選挙にて当選（連続３期）。現在、広聴広報委員会委員長

市民文教常任委員会委員・議会基本条例改定に関する特別委員会委員。
● ＮＰＯ法人「田中秀征の民権塾」塾生・所沢商工会議所青年部会員

所沢明生病院地域評議員。
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Topics & Information

【初めての議場コンサートが開催されました】

12月1日の定例会開会日、本会議に先立って「議場コ
ンサート」が開催されました。これは所沢市議会６５周
年を記念した初の試みとして実施されたもので、市内在
住の２名の若手演奏家により、クリスマスソングを中心
に東日本大震災の復興支援ソング「花は咲く」を含め、
約３０分間にわたって、演奏
が行われました。マリンバと
ピアノの音色が議場全体に響
きわたり、傍聴席にお集まり
いただいた市民の方々からも
盛大な拍手が送られました。

カーブミラーの設置（堀之内） カーブミラーの設置（堀之内）

水道管の敷設（三ヶ島３丁目） 道路照明灯の設置（三ヶ島４丁目） 砂川掘の修繕（三ヶ島３丁目）


